
『ネットワーク型ＲＴＫ－ＧＰＳを

利用する運用基準について』
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静止測量（スタティック法）

リアルタイムキネマティック測量
（ＲＴＫ法）

電子基準点を利用した静止測量

ネットワーク型ＲＴＫ測量
（ＶＲＳ法）

特徴
・高精度である(5mm）
・複数台のGPSが必要となる
・基準点が必要である
・基準点踏査が必要である
・1時間程度の観測が必要

特徴
・高精度である(5mm)
・基準点踏査不要
・２時間程度の観測が必要

特徴
・基準点が必要である
・複数台のGPSが必要となる
・観測は、わずか10秒
・通信費は不要

特徴
・基準点が不要である
・基準点踏査不要
・1台のGPSで観測が可能
・観測は、わずか10秒
・通信費は必要

GPSを利用する測量方法



 登記のための基準点設置

 トータルステーション観測時における、基準点確認

 基準点の探索

 測量前に調査した点が亡失してしまっていた場合の復元

・街区基準点を器械点、後視点に

計画している場合

・街区基準点のメンテナンス
後視点が無い！

ネットワーク型RTK-GPS法の利用方法



観測精度の向上
必ず観測値を点検する。

現地との整合性
・ネットワーク型RTK観測結果が、現地と整合性が取れているかを確認。

・座標変換方式の観測により、現地の基準点との整合性を保つ。

・公共測量作業規程に準じ、三次元網平均計算を行い、現地と整合
性を保つ。

ランニングコストを抑える
ネットワーク型RTKに必要な補正情報は、現在、パケット方式で配信
されるように変化。
ネットワーク型RTK観測を行うには、携帯電話などの通信機を使用す
るが、ランニングコストを抑えるために、携帯パケ放題を利用したり
、或いは、Wi-Fiルータなどの定額制のものを利用する。

ネットワーク型RTK法を利用する際の注意点



現場座標との
整合性に問題

GPSとTSとの
距離定義の違い

しかし．．．．

ネットワーク型RTK
観測を行うと、
瞬時にＸＹＨ算出

アレ？
与点成果と10cm
違う？
何故？

｢三角点｣｢街区基準点｣を検測すると．．．．

｢ネットワーク型RTK｣にて設置した測点の点間距離を検測すると．．．．

アレ？

点間距離が合わ
ない？
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公共測量での利用



ネットワーク型RTK-GPSの利用が可能な測量区分

測量区分 詳 細

基準点測量 ３級基準点測量 直接観測法

１台準同時 間接観測法４級基準点測量

地形測量

単点観測法

応用測量 路線測量

線形決定

IP設置

中心線測量

用地幅杭設置

横断測量

用地測量

用地境界仮杭設置

境界測量

河川測量



ネットワーク型RTK-GPS法を基準点測量に利用する際の条件

既知点 既知点

既知点

新点

新点

結合多角方式 単路線方式

既知点

既知点

新点

新点

既知点

新点

3km以内仮想基準点



直接観測法

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

１台準同時間接観測法

往路

復路

仮想基準点

基準点

新 点

① ②

③

④

⑤

⑥

⑦⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

三次元網平均計算

公共測量作業規程に準じた観測



ネットワーク型RTK-GPS法を基準点測量に利用する際の条件

基線ベクトルの環閉合差

重複する基線ベクトルの較差

環閉合差

環閉合差

重複較差重複較差重複較差

基線ベクトルの環閉合差制限
水平=20mm√N
高さ=30mm√N N=辺数

左記
水平=20mm√4=40mm
高さ=30mm√4=60mm

重複基線ベクトル較差
水平=20mm
高さ=30mm



仮想基準点１

既知点１

新点２

既知点２

新点１

１台準同時間接観測法 観測手順

ネットワーク型RTK-GPS法を基準点測量に利用する際の条件



仮想基準点１

既知点１

新点２

既知点２

新点１

仮想基準点１

より、既知点１

の観測を実施

１台準同時間接観測法 観測手順
ネットワーク型RTK-GPS法を基準点測量に利用する際の条件



仮想基準点１

既知点１

新点２

既知点２

新点１

仮想基準点１

より、新点１

の観測を実施

仮想基準点１

より、新点１

の観測を実施

１台準同時間接観測法 観測手順
ネットワーク型RTK-GPS法を基準点測量に利用する際の条件



仮想基準点１

既知点１

新点２

既知点２

新点１

仮想基準点１

より、新点２

の観測を実施

仮想基準点１

より、新点２

の観測を実施

１台準同時間接観測法 観測手順

ネットワーク型RTK-GPS法を基準点測量に利用する際の条件



仮想基準点１

既知点１

新点２

既知点２

新点１

仮想基準点１

より、既知点２

の観測を実施
仮想基準点１

より、既知点２

の観測を実施

１台準同時間接観測法 観測手順

ネットワーク型RTK-GPS法を基準点測量に利用する際の条件



１台準同時間接観測法 観測手順

仮想基準点１

既知点１

新点２

既知点２

新点１

仮想基準点１

より、新点２

の観測を実施

仮想基準点１

より、新点２

の観測を実施

ネットワーク型RTK-GPS法を基準点測量に利用する際の条件



１台準同時間接観測法 観測手順

仮想基準点１

既知点１

新点２

既知点２

新点１

仮想基準点１

より、新点１

の観測を実施

仮想基準点１

より、新点１

の観測を実施

ネットワーク型RTK-GPS法を基準点測量に利用する際の条件



１台準同時間接観測法 観測手順

仮想基準点１

既知点１

新点２

既知点２

新点１

仮想基準点１

より、既知点１

の観測を実施



１台準同時間接観測法 観測手順
既知点１

新点２

既知点２

新点１

ネットワーク型RTK-GPS法を基準点測量に利用する際の条件



観測の⽅法
単路線⽅式で２点設置する場合

新点（移動点）

仮想点(節点)

平均計算で使⽤する採⽤辺
観測辺

直接観測法



単路線⽅式で２点設置する場合

新点（移動点）

仮想点(節点)

平均計算で使⽤する採⽤辺
観測辺

①環閉合点検 ⇒ ②ＯＫであれば網平均計算を行う

直接観測法 変更点
ネットワーク型RTK-GPS法を基準点測量に利用する際の条件



既知点１

既知点２

既知点３

仮想基準点

単点観測法の利用について

（応用測量）



既知点１

既知点２

既知点３

最初に単点観測法にて、
整合既知点を観測します

再初期化を行い単点
観測方により２セット目
の観測を行います。

セット間較差の点検を行う。
△N＝20mm以内
△E＝20mm以内
△U＝30mm以内
１セット目 → 採用値
２セット目 → 点検値

仮想基準点

単点観測法の利用について

（応用測量）



既知点１

既知点２

既知点３

単点観測法にて、次
の整合既知点を観測
します

仮想基準点

再初期化を行い単点
観測方により、２セッ
ト目の観測を行いま
す。

セット間較差の点検を行う。
△N＝20mm以内
△E＝20mm以内
△U＝30mm以内
１セット目 → 採用値
２セット目 → 点検値

単点観測法の利用について

（応用測量）



既知点１

既知点２

既知点３

次の整合用既知点を
単点観測法にて、観
測します

再初期化を行い、単点観測法
により、２セット目の観測を行い
ます

仮想基準点

セット間較差の点検を行う。
△N＝20mm以内
△E＝20mm以内
△U＝30mm以内
１セット目 → 採用値
２セット目 → 点検値

単点観測法の利用について

（応用測量）



既知点１

既知点２

既知点３

単点観測法にて、

新点を観測

再初期化を行い、単点観測
法により、２セット目の観測
を行う

セット間較差の点検を行う

△N＝20mm以内

△E＝20mm以内

△U＝30mm以内

１セット目 → 採用値

２セット目 → 点検値

仮想基準点

単点観測法の利用について

（応用測量）



既知点１

既知点２

既知点３

単点観測法により、

新点を観測

仮想基準点

再初期化を行い、単点観測
法により、２セット目の観測
を行う

セット間較差の点検を行う

△N＝20mm以内

△E＝20mm以内

△U＝30mm以内

１セット目 → 採用値

２セット目 → 点検値

単点観測法の利用について

（応用測量）



単点観測法の利用について

（応用測量）

ネットワークRTK観測点

最寄りの基準点

ネットワーク型RTKにて観測した新点

座標変換にて求まった新点 点 検

点間距離：観測

点間距離：変換値



街区基準点の利用による登記測量



VRS-RTKを用いた登記観測点測量手法と精度確認フロー

登記観測点の観測

TS点間観測

筆界点測量

現場近傍の街区基準点
等の観測 1. 現場近傍の街区基準点等を

VRS-RTK単点観測

2. 現場周囲に設置した登記観
測点2点をVRS-RTK単点観測

4. 筆界点測量

3. TSで登記観測点間距離を観測

check⇒
複数観測によるセット間較差
観測値と成果値の比較

check⇒
複数観測によるセット間較差

check⇒
TSとVRS点間距離の比較



登記観測点検証パッケージプログラム詳細

筆界点測量

現場近傍の街区基準点
等の観測

登記観測点の観測

TS点間観測



5分待機

街区基準点の点検

1. GPSアンテナを街区基準点等の上
に設置し、VRS観測の準備を行う

2. 設置した街区基準点等を仮想点と
して配信事業者に接続

3. 初期化終了後、1セット目の観測
を実施(10エポック以上）

4. 観測終了後、配信事業者との接続
を切断

5. 5分程度待機
6. 配信事業者へ再度接続
7. FIX解表示後、2セット目の観測

を実施(10エポック以上)
8. セット間の座標較差を算出（ベク

トル制限値各20mm）
9. 制限内であれば平均値を採用値と

する
10. 採用値と成果値を比較する。制限

値は5cm

登記観測点の観測へ

３０１：３０１



街区基準点の利用による登記測量
準備：登記観測点の上に三脚を設定

①登記観測点Ａの上にGPS受信機を設置 →観測

②登記観測点Ｂの上にGPS受信機を設置 →観測

③再度、登記観測点Ａの上
にＧＰＳ受信機を設置→観測
1回目と2回目の座標を比較する
セット間の座標較差は
⊿Ｘ・Ｙ20mm

④同様に、登記観測点Ｂの上
にGPS受信機を設定→観測
1回目と2回目の座標を比較する
セット間の座標較差は
⊿Ｘ・Ｙ20mm

①

④

③

②



街区基準点の利用による登記測量

GPS観測座標

GPS観測座標①GPS座標にて
点間距離を計算

ＴＳで距離を観測

②ＴＳでの観測距離と、GPS座標の点間距離を比較し精度管
理を行う



街区基準点の利用による登記測量

街区基準点等点検計算書



街区基準点の利用による登記測量

観測測点点検計算書



配信料金



 日本テラサット株式会社

 電子基準点750点以上を利用してVRS情報を生成

 スマートフォンを利用し観測地点の豊富な情報をリアル
タイムに提供
スカイプロット

大気圏状態 など

VRS配信会社のご案内



ご静聴、ありがとうございました。


